
高知県四万十町 井上 佳奈

【年 齢】
32歳

【出身地】
北海道札幌市

【転出元】
埼玉県鴻巣市

【前 職】
食品メーカー研究職

【活動時期】
R3.2～R6.1

自分のキャリアを見つめなおす中で、より自分が心地良い
と思う環境で、ライフワークとなるような仕事をしたいと
思うようになった。特に、地域と密接に関わる仕事に興味
があり、調べている中でたまたま地域おこし協力隊の制度
を知った。地域づくりの活動をしながら、地域資源を活用
して起業を目指したいと思い、応募を決意した。

【メディア等の取材連絡先】
（メールアドレス（職場））103050@town.shimanto.lg.jp
（電話番号（職場））0880-22-3124
【活動の様子を発信しているSNS・ブログなど】
四万十町地域おこし協力隊facebook
https://www.facebook.com/towakyoryokutai

・これまで地域で行ってきた活動を、地域に定着させられ
る形にしていきたい。
・地域資源を使用した商品開発を進め、地域の食材の活用
と地域の認知度アップに貢献していきたい。

協力隊に応募したきっかけ

今後の抱負・任期後の目標

連絡先

活動内容基本情報

●地域内の交流促進とチャレンジの場作り
地域の規格外食材の販売をメインとしたマルシェを定期的に
開催。マルシェでは、地域の住民や小学生が、手作りの飲食
物や物品の販売なども行う。地域でのイベントが少なくなる
中で、地域住民同士の交流の機会となっている。また、出店
を地域住民から募ることで、お菓子や物品を販売をしてみた
いという地域住民のチャレンジの場となっている。

●地域について考えるワークショップの開催
高知大学地域協働学部の先生を講師に招き、地域住民と地域
づくりについて考えるワークショップを開催。地域づくりに
ついての考え方や進め方、他地域の事例を学びながら、参加
していただいた高知大学の学生と役場職員、地域住民の方で、
地域が目指していく姿を改めて考える機会とした。

●特産品のショウガを使用した商品開発
四万十町はショウガの生産量が日本一であり、地域では、
ショウガを練りこんだかりんとうが食べられている。現在、
このお菓子をベースとし、より多くの方に受け入れられる商
品づくりを行っている。四万十町の特色あるお菓子として、
より多くの方に食べていただくことで、この商品を通じ、特
産品の活用と四万十町の魅力を伝えていきたい。

地域コミュニティ活動
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